
二

〇

一
九

年

の

歴

史

学

界

説

二
〇

一
九
年
、
日
本
で
は
五
月

一
日
に
皇
太
子
徳
仁
親
王
が
天
皇
に
即
位

し
、
令
和

へ
改
元
さ
れ
て
新
し
い
時
代
を
迎
え
た
。
世
界
に
目
を
向
け
れ
ば
、

こ
の
年
は
前
年
と
同
様
、
対
立
と
不
安
定
、
不
安
が
支
配
的
な
年
だ

っ
た
。

米
中
貿
易
戦
争
に
象
徴
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
と
中
国
の
対
立
は
収
ま
る
こ
と
な

く
、
プ
レ
グ
ジ
ッ
ト

（イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
）
問
題
は
迷
走
を
続
け
た
。
香

港
で
は
大
規
模
デ
モ
が
行
わ
れ
、
日
本
と
韓
国
の
政
治
的
対
立
は
激
し
さ
を

増
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
年
末
に
中
国
の
湖
北
省
武
漢
市
で
始
ま

っ
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

（∽
＞
”
∽
‐Ｏ
ｏメ
じ

の
感
染
拡
大
は
、
こ
れ
ら
の
出
来
事

す
べ
て
を
霞
ま
せ
て
し
ま
う
ほ
ど
に
巨
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

世
界
中
の
人
々
の
生
活
は
激
変
し
、
私
た
ち
の
活
動
は
厳
し
い
制
約
を
強
い

ら
れ
た
。
こ
の
感
染
症
の
世
界
的
流
行
は
世
界
秩
序
や
社
会
の
在
り
方
を
大

き
く
変
え
、
世
界
の
歴
史
を
画
す
る
出
来
事
と
し
て
私
た
ち
の
記
憶
に
深
く

刻
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
重
要
性
に
鑑
み
、
二
〇

一
九
年
末
か
ら
二
〇
二
〇
年
に
か
け
て
進
行
し
た
こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

総
　
　
　
　
　
説

ス
の
感
染
拡
大
と
社
会
の
変
化
に
焦
点
を
当
て
、
世
界
の
行
方
を
考
え
て
み

た
い
と
思
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
報
告
と
対
応

ま
ず
、
な
ぜ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
こ
の
よ
う
に
急
速
に
広
が
る

こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
最
大
の
理
由
は
、
国
際
連
合
の
専
門
機

関
で
あ
る
世
界
保
健
機
関

（Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る

中
国
当
局
か
ら
の
情
報
を
十
分
に
検
証
せ
ず
、
全
世
界
に
向
け
て
誤

っ
た
情

報
を
発
信
し
た
た
め
だ
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
報
に
初
め
て
接
し
た
の
は
、
二
〇
二
〇
年

一
月
九
日
で
あ
る
。　
こ
の
日
、
中
国
の
国
営
中
央
テ
レ
ビ

（Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
）
が

湖
北
省
武
漢
市
で
肺
炎
が
発
生
し
て
お
り
、
患
者
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
検
出
さ
れ
た
こ
と
を
報
じ
、
そ
れ
を
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
が
伝
え
た
か
ら

で
あ
る
。
同
日
に
は
、
武
漢
市
で
最
初
の
死
亡
例
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
武

漢
市
当
局
に
よ
れ
ば
、
二
〇

一
九
年

一
二
月

一
二
日
か
ら
こ
の
日
ま
で
に
五

一
（
五
三七
）

総
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九
人
の
感
染
者
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
う
ち
七
人
が
重
症
化
し
て
い
る
が
、
人

か
ら
人

へ
の
感
染
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。
そ
の
翌

日
の
一
月

一
〇
日
、
閣
議
後
の
記
者
会
見
で
、
菅
義
偉
官
房
長
官
が
こ
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
言
及
し
、
情
報
収
集
に
つ
と
め
万
全
の
対
応
を
取

っ

て
い
く
と
発
言
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
時
点
で
知

っ
た
人
も
少
な
く
な
い
だ

ろ
う
。
し
か
し
、

実
は
、　
こ
れ
よ
り
四
日
前
の
一
月
五
日
、　
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
、　
そ
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
速
報
で
、　
〓

一月
三

一
日
に
中
国
当
局
か
ら
武
漢
市
で
原

因
不
明
の
肺
炎
患
者
が
発
生
し
た
と
い
う
報
告
を
受
け
て
い
た
こ
と
、
人
か

ら
人

へ
の
感
染
の
証
拠
や
医
療
従
事
者

へ
の
感
染
の
報
告
は
受
け
て
い
な
い

こ
と
を
公
表
し
て
い
た
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
、
こ
の
速
報
と

一
月
九
日
の
続
報
に
お

い
て
、
旅
行
者
の
た
め
に
特
別
の
対
応
策
を
取
る
こ
と
は
推
奨
し
な
い
し
、

中
国

へ
の
旅
行
や
貿
易
を
制
限
す
る
こ
と
も
推
奨
し
な
い
と
記
載
し
て
い
る
。

こ
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
速
報
を
受
け
、
わ
が
国
の
厚
生
労
働
省
は
、　
一
月
六
日
、
七

日
、　
一
〇
日
に
、
報
道
発
表
資
料

「中
華
人
民
共
和
国
湖
北
省
武
漢
市
に
お

け
る
原
因
不
明
肺
炎
の
発
生
に
つ
い
て

（第
１
報
）
（第
２
報
）
（第
３
報
と

を

公
開
し
、
そ
の
時
点
で
得
て
い
た
情
報
を
伝
え
る
と
と
も
に
注
意
を
喚
起
し

て
い
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
こ
の
時
期
の
情
報
の
ほ
と
ん
ど
は
、
中

国
当
局
も
し
く
は
武
漢
市
当
局
の
公
式
発
表
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
Ｗ
Ｈ

Ｏ
の
速
報
や
報
告
は
中
国
当
局
が
提
供
し
た
情
報
を
も
と
に
作
成
さ
れ
て
お

り
、
勧
告
や
見
解
は
そ
の
情
報
が
正
し
い
こ
と
を
前
提
に
提
示
さ
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
初
か
ら
中
国
当
局
の
公
式
発
表
の
信
憑
性

に
は
疑
い
が
も
た
れ
て
お
り
、
後
に
は
当
局
に
よ
る
情
報
隠
蔽
や
医
師

へ
の

一　一（
五
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圧
力
が
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
自
身
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
し
て
死
亡
し
た
眼
科
医
の
李
文
亮
は
、

〓

一月
二
〇
日
に

■
ｏ
ｏ
，
２

（微
信
）
で
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
を
伝

え
た
た
め
、
虚
偽
の
内
容
を
掲
載
し
た
と
い
う
理
由
で
一
月
二
日
に
武
漢
市

公
安
局
か
ら
訓
戒
処
分
を
受
け
た
。
ま
た
、
中
国
当
局
や
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
発
表
と

は
異
な
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
人
か
ら
人

へ
感
染
し
な
い
ど
こ
ろ
か
、

実
際
に
は
、
発
病
前
か
ら
強
力
な
感
染
力
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
て
い
る
。

中
国
で
は
、　
一
月

一
〇
日
頃
か
ら
春
節

（
一
月
一
一五
日
）
の
連
体
が
始
ま

り
、
の
が
二
〇
億
人
近
い
数
の
人
が
中
国
国
内
、
あ
る
い
は
、
海
外

へ
移
動

す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
の
時
期
に
武
漢
市
の
感
染
は
急
拡
大
し
、　
一
月
二

三
日
に
は
同
市
の
都
市
封
鎖
が
宣
言
さ
れ
た
が

（こ
の
都
市
封
鎖
は
そ
の
後
約

二
か
月
半
、
四
月
八
日
ま
で
続
く
こ
と
に
な
る
）、
こ
の
都
市
封
鎖
宣
言
以
前
に

既
に
約
五
〇
〇
万
人
が
武
漢
市
を
離
れ
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
翌
々
日

の
二
五
日
、
中
国
政
府
は
二
七
日
以
後
の
海
外
旅
行
を
禁
止
し
た
。
し
か
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
は
、
武
漢
市
を
超
え
て
湖
北
省

へ
と
拡
大
し
、

二
月

一
六
日
、
同
省
全
域
が
封
鎖
さ
れ
た
。

習
近
平
政
権
は
厳
格
な
隔
離
策
を
断
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
中
国
国
内
で

の
感
染
拡
大
を
抑
え
込
ん
だ
よ
う
に
も
見
え
る
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
は
、
既
に
感
染
し
て
い
た
人
々
と
と
も
に
中
国
国
境
を
越
え
、
燎
原

の
火
の
ご
と
く
世
界
中
に
広
が

っ
て
い
っ
た
。
イ
ラ
ン
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア

メ
リ
カ
で
は
感
染
爆
発
が
生
じ
、
医
療
崩
壊
の
危
機
に
直
面
し
た
国
も
多
い
。

五
月
九
日
に
は
感
染
者
数
が
世
界
全
体
で
四
〇
〇
万
人
を
超
え
、
死
者
数
は

約
二
八
万
人
と
な
っ
た
。
わ
が
国
で
も
二
月
中
旬
か
ら
感
染
者
数
が
急
増
し
、



感
染
爆
発
の
瀬
戸
際
に
立
た
さ
れ
た
。

国
際
機
関
と
国
家
の
対
応

こ
の
世
界

へ
の
急
速
な
感
染
拡
大
に
対
し
、
国
際
機
関
や
欧
州
連
合
は
機

動
的
な
対
応
を
取
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
爆
発
的
な
感
染
の
波
に
実
際

に
対
応
し
た
の
は
、
国
家
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
対
応
の
成
否
を
左
右
し
た

の
は
指
導
者
の
資
質
と
国
の
対
応
力
、
と
り
わ
け
、
感
染
症
有
事

へ
の
備
え

だ
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。

台
湾
の
薬
英
文
政
権
は
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
勧
告
を
無
視
し
、
迅
速
な
対
応
策
を

取

っ
て
自
国
へ
の
感
染
拡
大
を
く
い
止
め
た
。
彼
ら
は
、
二
〇

一
九
年
末
に

武
漢
市
で
の
感
染
症
発
生
の
情
報
を
手
に
入
れ
る
と
速
や
か
に
専
門
家
会
議

を
開
き
、
台
湾
最
初
の
感
染
者
が
確
認
さ
れ
る
前
に
感
染
症
対
策
の
指
揮
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い
る
。
薬
総
統
は
、
そ
の
ト
ッ
プ
に
陳
時
中
衛
生
福
利

部
長

（衛
生
福
祉
相
）
を
据
え
、
強
い
権
限
を
与
え
て
感
染
症
対
応
の
指
揮

を
取
ら
せ
た
。
こ
の
よ
う
な
迅
速
な
対
応
が
可
能
だ
っ
た
の
は
、
二
〇
〇
三

年
の
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
流
行
後
に
感
染
症
に
対
す
る
管
理
体
制
を
改
め
、
有
事
の
際

に
は
政
府
機
関
を
指
揮
で
き
る
強
力
な
司
令
塔
を
設
置
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。
感
染
拡
大
を
比
較
的
早
期
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
た
韓

国
の
場
合
も
、
二
〇

一
五
年
の
中
東
呼
吸
器
症
候
群

（Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
）
感
染
拡

大
時
の
反
省
を
ふ
ま
え
て
、
疾
病
管
理
本
部
の
権
限
を
強
化
し
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
体
制
を
整
備
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
感
染
症
有
事

へ
の
備
え
は
感
染
症
に
対
す
る
強
い
危
機
感
の

反
映
で
あ
る
。
強
力
な
権
限
を
も
つ
司
令
塔
の
設
置
は
、
平
時
の
組
織
で
対

応
し
き
れ
な
か
っ
た
過
去
の
経
験
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
有
事
に
は
専
門

知
識
を
有
す
る
優
れ
た
指
揮
官
の
も
と
で
必
要
な
措
置
を
果
断
に
講
じ
て
い

総
　
　
　
　
　
説

く
必
要
が
あ
る
と
い
う
認
識
が
あ
る
。
台
湾
の
場
合
は
、
感
染
症
防
止
法
に

基
づ
き
、
強
力
な
権
限
を
有
す
る
中
央
感
染
症
指
揮
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、

韓
国
で
は
感
染
症
予
防
法
に
基
づ
く
強
力
な
権
限
が
疾
病
管
理
本
部
に
与
え

ら
れ
る
。
い
ず
れ
の
組
織
も
罰
則
を
伴
う
命
令
に
よ
っ
て
強
制
力
を
行
使
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
米
国
に
は
、
こ
れ
ら
の
組
織
の
一
〇
倍
以
上
の

予
算
と
人
員
を
擁
し
、
強
力
な
権
限
を
有
す
る
疾
病
予
防
管
理
セ
ン
タ
ー

（０
∪
０
¨
Ｏ
ｏ●
一ｏヽ
∽
喘ｏ『
∪
【のｏ”∽ｏ
Ｏ
ｏ日
一”ｏ
一
ｏ●
０
「
”０く
０●
Ｌ
ｏ
口
）
ぃか
セの
スυ。

日
本
の
場
合
、
感
染
症
流
行
に
備
え
た
こ
の
よ
う
な
強
い
権
限
を
有
す
る

組
織
は
な
く
、
そ
の
た
め
の
法
も
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
基
本

的
に
は
、
平
時
の
組
織
で
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。

感
染
症
に
限
ら
ず
様
々
な
有
事
が
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
緊

急
事
態
に
対
応
す
る
た
め
の
組
織
や
法
の
整
備
は
危
急
の
課
題
で
あ
る
。
混

乱
の
な
か
で
優
先
順
位
が
つ
け
ら
れ
な
い
事
態
を
避
け
る
た
め
に
、
そ
の
た

め
の
備
え
を
怠

っ
て
は
な
ら
な
い
。
私
た
ち
の
生
命
や
財
産
、
個
人
の
権
利

や
人
権
を
守

っ
て
い
る
の
は
国
家
で
あ
り
、
法
や
秩
序
を
機
能
さ
せ
て
い
る

国
家
の
強
制
力
が
失
わ
れ
た
時
に
何
が
生
じ
る
か
は
容
易
に
想
像
で
き
る
だ

ス７
つ
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
最
大
の
影
響
は
、
そ
の
肺
炎
患
者
の

急
激
な
増
大
と
医
療
危
機

。
崩
壊
を
除
け
ば
、
世
界
経
済

・
各
国
経
済
の
大

幅
な
縮
小
と
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
進
展
で
あ
る
。

有
効
な
治
療
薬
も
ワ
ク
チ
ン
も
な
い
状
況
下
で
、
強
力
な
感
染
力
を
有
す

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
は
人
と
人
と
の
接
触
を
止

め
る
以
外
に
手
立
て
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
国
や
都
市
は
、
国
境
閉
鎖
、
都

〓
一（
五
二九
）
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市
封
鎖

（
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
）
な
ど
の
対
策
を
取
り
、
外
出
の
禁
止
や
自
粛
な
ど

の
行
動
制
限
を
行
な
い
、
手
洗
い
や
マ
ス
ク
の
着
用
、
人
ど
う
し
の
間
で
一

定
の
物
理
的
距
離
を
取
る
こ
と

（ソ
ー
シ
ャ
ル
ニ
ア
イ
ス
タ
ン
シ
ン
グ
）
を
促
し

て
い
る
。　
一
四
世
紀
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
ペ
ス
ト
が
大
流
行
し
た
時
も
、
都
市

を
遮
断
し
、
そ
こ
の
住
民
を
隔
離
す
る
と
い
う
措
置
が
取
ら
れ
た
。
当
時
の

人
々
は
ペ
ス
ト
が
ど
の
よ
う
に
感
染
す
る
か
を
知
ら
な
か
っ
た
が
、
人
と
人

と
の
接
触
の
抑
制
が
感
染
の
リ
ス
ク
を
減
ら
す
こ
と
を
経
験
的
に
学
ん
で
い

た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
人
の
動
き
の
遮
断

・
抑
止
、
行
動
制
限
は
、
感
染
拡
大
を
防

ぐ
た
め
の
不
可
避
の
措
置
で
は
あ
る
が
、
社
会
活
動

。
経
済
活
動
の
縮
小
に

直
結
し
、
多
く
の
企
業
倒
産
、
失
業
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
人
の

動
き
が
止
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
モ
ノ
の
動
き
が
損
な
わ
れ
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
が
分
断
さ
れ
る
。
物
流
が
滞
り
、
生
産
活
動
が
停
止
し
、
世
界
経

済
の
大
幅
な
縮
小
は
不
可
避
と
も
言
え
る
。
こ
の
状
況
を
二
〇
〇
七
～
二
〇

〇
八
年
の
世
界
金
融
危
機
や
二
〇

一
一
年
の
東
日
本
大
震
災
時
の
経
済
の
縮

小
と
比
較
す
る
人
も
少
な
く
な
い
が
、
こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
経
済
的
影
響
は
、
そ
れ
ら
よ
り
は
る
か
に
大
き
く
深
刻
だ
ろ
う
。

人
と
人
と
の
物
理
的
接
触
の
回
避
が
求
め
ら
れ
る
中
、
中
国
や
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
、
ア
メ
リ
カ
、
そ
し
て
、
日
本
で
際
立

っ
て
進
行
し
た
変
化
は
、
人
々
の

活
動
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
で
あ
る
。
物
理
的
に
人
と
接
触
し
な
い

「個
人
化
」

が
進
ん
だ
と
も
言
え
る
が
、
人
と
人
と
の
関
係
の
在
り
方
が
対
面
か
ら
オ
ン

ラ
イ
ン
中
心
へ
と
劇
的
に
変
化
し
た
の
で
あ
る
。
自
宅
か
ら
外
に
出
る
こ
と

な
く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
使

っ
た
会
議
、
授
業
、
診
療
が
行
わ
れ
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
取
引
き
が
急
増
し
た
。
人
の
移
動
を
支
え
る
航
空
機
や
鉄
道
の
利
用

四
（
五四
〇
）

が
激
減
し
、
観
光
産
業
や
ホ
テ
ル
業
界
、
対
面
サ
ー
ビ
ス
を
主
と
す
る
レ
ス

ト
ラ
ン
や
娯
楽
産
業
が
大
き
な
打
撃
を
受
け
る

一
方
で
、
通
販
や
宅
配
の
需

要
は
急
速
に
伸
び
、
情
報
通
信
技
術
関
連
の
業
績

・
影
響
力
は
急
拡
大
し
た
。

他
方
、
中
国
を
始
め
と
す
る
い
く
つ
か
の
国
で
は
、
移
動
制
限
の
徹
底
や
感

染
の
有
無
確
認
の
た
め
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
Ｉ
Ｔ
技
術
が
利
用
さ
れ
、
個

人
情
報
の
保
護
を
犠
牲
に
し
て
、
国
家
に
よ
る
個
人
の
監
視
シ
ス
テ
ム
が
強

化
さ
れ
て
い
っ
た
。

コ
ロ
ナ
後
の
世
界

は
た
し
て
、
こ
の
コ
ロ
ナ
後
の
世
界
は
ど
う
変
わ
る
の
だ
ろ
う
か
。
簡
単

に
答
え
ら
れ
る
問
い
で
は
な
い
が
、
コ
ロ
ナ
後
の
世
界
を
考
え
る
上
で
重
要

な
点
を
二
つ
指
摘
し
て
お
き
た
い
。　
一
つ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
世
界

（電
脳
空
間
）
の
さ
ら
な
る
拡
大
。
も
う

一
つ
は
国
家
の
重
要
性
の
再
認
識
で

あ
る
。
こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
い
つ
終
息
す
る
の
か
、
予
測
す

る
の
は
難
し
い
。
都
市
封
鎖
や
行
動
制
限
が
功
を
奏
し
て
感
染
拡
大
が

一
時

的
に
収
ま

っ
た
と
し
て
も
、
ペ
ス
ト
や
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

（ス

ペ
イ
ン
風
邪
）
流
行
時
の
よ
う
に
、
感
染
拡
大
の
波
が
繰
り
返
し
襲

っ
て
く

る
可
能
性
が
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
が
い
つ
来
る
に
し
ろ
、
私
た
ち
の
世

界
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
以
前
の
状
態
に
戻
る
こ
と
は
な
い
だ

ろ
う
。
当
分
の
間
、
感
染
を
避
け
る
た
め
に
人
と
の
密
な
接
触
を
回
避
す
る

行
動
は
維
持
さ
れ
、
非
常
時
と
も
言
え
る
現
在
の
状
況
は
固
定
化
さ
れ
、
常

態
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
を
通
し
た
活
動
は
生
活
の
基
幹
部
分

と
な
る
は
ず
だ
。

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
世
界

（電
脳
空
間
）
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感



染
拡
大
が
生
じ
る
ず

っ
と
以
前
に
、
現
実
と
は
異
な
る
仮
想
現
実
の
世
界
を

作
り
出
し
、
私
た
ち
は
自
分
が
い
る
場
所
に
制
約
さ
れ
る
こ
と
な
く
端
末
機

器
か
ら
自
由
に
そ
の
世
界
に
出
入
り
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
私
た
ち

は
、
既
に
、
現
実
世
界
の
人
々
と
関
わ
ら
ず
に
仮
想
現
実
の
世
界
で
時
間
を

費
や
す
こ
と
が
可
能
な
環
境
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
中
で
生
じ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
を
通
し
た
活
動
の
急
拡
大
は
、

そ
の
仮
想
現
実
の
世
界
で
の
活
動
が
飛
躍
的
に
拡
大
し
た
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
。
現
実
の
世
界
で
行
わ
れ
て
い
た
活
動
の
大
部
分
が
仮
想
現
実
の
世
界

で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
物
理
的
に
は
離
れ
た
場
所
に
い
る

人
が
、
あ
た
か
も
同
じ
空
間
を
共
有
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
、
仮
想
現
実
の

中
で
活
動
す
る
Ю
物
理
的
に
言
え
ば
、
自
分
の
部
屋
の
中
に
一
人
で
い
て
、

何
時
間
も
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
い
、
体
の
一
部
分
を
動
か
し
て
い
る
だ
け
だ
が
、

意
識
は
仮
想
現
実
の
世
界
を
飛
び
回

っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
コ
ロ
ナ
禍
が

終
息
し
て
も
こ
の
変
化
が
以
前
の
状
態
に
戻
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
実
際

に
対
応
し
た
の
は
国
家
で
あ
り
、
国
際
組
織
も
欧
州
連
合
も
ほ
と
ん
ど
対
応

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
防
疫
の
た
め
の
国
境
の
障
壁
機
能
の
強
化
も

人
や
モ
ノ
の
遮
断
も
、
基
本
的
に
は
国
家
単
位
で
行
わ
れ
た
。
多
く
の
人
が
、

国
家
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
と
思
う
。

国
境
の
障
壁
機
能
の
強
化
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化

へ
の
対
抗
措
置
の
よ
う
に
も

見
え
る
が
、
情
報
通
信
技
術
の
発
達
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
行
が
長
期

に
わ
た
っ
て
停
滞
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。　
一
方
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

が
進
展
し
て
も
、
国
家
の
重
要
性
が
低
下
す
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
た
だ
、

人
々
が
、
仮
想
現
実
の
中
で
長
時
間
過
ご
す
こ
と
が
日
常
化
し
、
現
実
か
ら

総
　
　
　
　
　
説

乖
離
し
た
疑
似
体
験
を
蓄
積
し
て
い
く
こ
と
に
な
れ
ば
、
帰
属
意
識
や
世
界

観

・
価
値
観
を
共
有
す
る

「国
民
」
が
形
成
さ
れ
に
く
く
な
る
可
能
性
が
あ

る
。
新
し
い
環
境
の
中
で
の
国
家
の
位
置
づ
け
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。

さ
て
、
史
学
会
第

一
一
七
回
大
会
で
は
、
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「天
皇
像

の
歴
史
を
考
え
る
」
が
開
催
さ
れ
た
。
家
永
遵
嗣
の
司
会
の
も
と
、
村
和
明

に
よ
る
趣
旨
説
明
、
佐
藤
雄
基
の
報
告

「鎌
倉
時
代
の
天
皇
像
と
院
政

・
武

家
」
、
清
水
光
明
の
報
告

「尊
王
思
想
と
出
版
統
制

・
編
纂
事
業
」
、
遠
藤
慶

大
の
報
告

「歴
史
叙
述
の
な
か
の

「継
体
Ｌ

が
な
さ
れ
、
近
藤
和
彦
に
よ

る
コ
メ
ン
ト
が
出
さ
れ
た
。

本
会
若
手
会
員
の
優
れ
た
研
究
を
顕
彰
す
る
史
学
会
賞

（第
六
回
）
は
、

殷
晴

「清
代
に
お
け
る
邸
報
の
発
行
と
流
通
―
清
朝
中
央
情
報
の
伝
播
の
一
側

面
」

翁
史
学
雑
誌
』

一
二
七
編
一
二
号
）
に
与
え
ら
れ
た
。
本
論
文
は
、
清
代

の
中
央
政
府
の
情
報
が
邸
報
を
と
お
し
て
各
地
に
伝
播
し
て
い
く
過
程
を
、

中
央
政
府
の
書
吏
、
出
版
業
者
の
活
動
か
ら
検
討
し
た
力
作
で
あ
る
。
従
来

あ
ま
り
関
心
が
払
わ
れ
な
か
っ
た
中
央
の
情
報
の
伝
わ
り
方
に
着
目
す
る
こ

と
で
、
清
朝
に
お
け
る
中
央
と
地
方
、
官
と
民
の
関
係
を
考
え
る
た
め
の
貴

重
な
材
料
を
提
供
し
て
お
り
、
清
朝
を
は
じ
め
前
近
代
の
王
国
史
研
究
に
新

た
な
展
望
を
開
い
て
い
る
。

な
お
、
昨
年

一
〇
月
六
日
、
財
団
法
人
史
学
会
評
議
員
の
中
村
順
昭
氏
が

逝
去
さ
れ
た
。
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
た
い
。
　
　
　
　
（高
山
　
博
）

一五
一
（
五四
一　）


